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　ヒューマンメディア財団（正式名称：公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター）は、情報通信技術

（ICT）とマルチメディア技術の融合した技術である「ヒューマンメディア」を創造し、既存産業の高度化や新産業の

創出を図り、地域経済社会の発展に貢献することを目的として設立された法人です。 

　北九州市の外郭団体でもある本財団は、平成8年4月の設立以来、北九州市と連携しながら、これまで様々な事

業を実施し、地域産業の振興に取り組んでまいりましたが、国の公益法人制度改革に伴い、平成２４年３月２３日に

内閣総理大臣から公益認定を受け、同４月１日をもって「公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター」とし

て新たにスタートしました。 

　当財団は、地域のニーズとシーズを情報通信技術で結び付けて（Connection & Development）、地域に有用

なソリューション、

　①デジタルエコ社会ソリューション

　②デジタル成長社会ソリューション

　③デジタル利便社会ソリューション

を提供し、地域社会の低炭素化、地域中小企業の事業の発展、地域住民の利便性の向上を目指しています。

　事業運営に当たっては、効率的かつ機動的な体制を整えるとともに、産業界や学術研究団体等とのネットワーク・

協業を通して、ビジョンの実現を進めてまいります。

ヒューマンメディア財団の紹介

デジタルエコ社会
ソリューション

デジタル成長社会
ソリューション

デジタル利便社会
ソリューション

先 進 的 な I C T 戦 略 提 言先 進 的 な I C T 戦 略 提 言

地 域 社 会 の 低 炭 素 化

地 域 社 会 の 低 炭 素 化

地 域 住 民 の 利 便 性 の 向 上

地 域 住 民 の 利 便 性 の 向 上
地 域 中 小 企 業 の 事 業 の 発 展

地 域 中 小 企 業 の 事 業 の 発 展

地 域 社 会 の 低 炭 素 化

地 域 住 民 の 利 便 性 の 向 上地 域 中 小 企 業 の 事 業 の 発 展

スマートプロジェクト

・HMCビルスマートオフィス化

・デジタルツーリズムの推進
・ソーシャルサービスの創出

地域課題をICT利活用により解決し、
地域住民の利便性を向上

北九州e-PORTの発展・利用促進

メディア関連産業振興

ICTを活用し、生産性・付加価値向上を図り
地域企業の活力増進

ICT人材育成・発掘
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　『エムサイト』は八幡東区東田にある『エムサイト東田』とAIMビル7Fにある『エムサイトAIM』から構成されています。

　『エムサイト東田（旧メディア道場）』ではメディアクリーエーターにとって魅力的なスペースとするため、映像編集室・レコーディングスタ

ジオ・ナレーションブースなどの施設を備え、低廉な価格で提

供しており、マルチメディアホールとの連携も可能です。

　3Dプロジェクションマッピングなど多彩な空間演出を可能

にし、コンベンションなどに利用いただける高輝度プロジェク

ターやハイビジョンカメラ（XDCAM）を新たに貸出機材に加

え、地域のメディア産業を支援しています。

　昨年の大晦日のリバーウォーク北九州で行われた北九州市

制５０周年の3Dプロジェクションマッピングカウントダウンイ

ベントでは、これらの機材システムによる新たな映像表現が

好評を得ました。

　また、『エムサイトAIM』では、地域のメディア系企業の為

に、AIMビル7Fのインキュベートスペースを提供しています。

　当財団では、高品質な設備環境を備えた多目的ホール「マルチメディアホール」と小・中規模の会議等に使いやすい「セミナールーム」を

完備しております。

◆ヒューマンメディア財団　施設ご利用受付〔受付時間： 9:00～17:00（土・日・祝日・年末年始を除く）〕
TEL 093-663-1235   FAX 093-663-1289

＊施設の予約や空き状況確認はインターネットのご利用が便利です。〈 http://www.human-media.or.jp/foundation/facility.html 〉

施設の紹介

● 新エムサイト案内

● HMCビル貸室案内

マルチメディアホール（１階）

３人掛け・スクール形式［最大１０５席］または
シアター形式（椅子のみ）［最大１５０席］ 2人掛け・スクール形式［最大18席］

・小・中規模会議に使いやすい「機能的な場」を提供
・セミナールーム１と２は連動しており、２室を１室として利用可能
・円卓形式の配置も可能
・ＤＶＤ／ＶＨＳ／ＣＤが利用可能　＊注意１
・インターネット利用可能。光回線使用で高速通信が可能　＊注意１
＊注意１・・・セミナールーム２のみ利用の場合は利用不可

・大型スクリーン採用（150・170ｲﾝﾁ：ｻｲｽﾞ変換式）
・高品質のＤＬＰプロジェクター採用
・音響設備（ドルビーデジタル、DTS、THXなどのサラウンド
 音響システムを使用可能）
・インターネット利用可能。光回線使用で高速通信が可能

・マイク、パソコン、ホワイトボードの貸出（無料）
・オペレーターを必要とする場合は、別途オペレーター料（２１，０００円［税込］／１日）を加算

2人掛け・スクール形式［最大18席］

２３９㎡

８，８２０円／１時間 ４，４１０円／１時間

1,890円／１時間 945円／１時間 1,890円／１時間

セミナールーム１・２連動

１，８９０円／１時間３，７８０円／１時間

945円／１時間

５２㎡ ５０㎡
広さ

特徴

利用例

利用料金

その他

セミナールーム１（２階）

一　般一　般 賛助会員等 賛助会員等 一　般

賛助会員等一　般

賛助会員等

セミナールーム２（２階）

講演会、セミナー、発表会、展示会、音楽会、懇親会、パー
ティ等お客様のニーズに対応した各種イベント・レイアウト
が可能

様々な小・中規模の会議、討論会、役員会、面接会場など、お客様のニーズに対応
したレイアウトが可能

［税込］
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　北九州市は高齢者人口（６５歳以上）が２5．5％と政令指定都市の中で最

も多く、少子高齢化が深刻な問題となっています。一方、日本の農業分野で

も農業従事者の世代交代が進まず、６５歳以上の農業者数は６割を超えて

おり、北九州市においても農業従事者人口の減少と高齢化による農業分野

の人的な基盤が極度に弱体化している状況です。

　当財団では、ビジョンの一つである「デジタル成長社会」の実現に向け、農

業法人を対象にＩＣＴを活用して利便性を向上させ、新規就農者等の雇用創

出や地域社会への貢献を目的とした取り組みを推進しています。

　平成２４年度は、農業分野における新たなITサービスを創出する活動とし

て、農業生産者とIT事業者が共同する検討会を実施してサービスの基本要

件を整理しました。また2月には、「農業とITのマッチングフォーラム」を開催

し、農業生産者とIT事業者の交流を活性化する活動に取り組みました。

　平成２５年度は、これらの実績に基づいて、プロトタイプを用いたシステム

実証とビジネスモデル構築を進め、農業法人を対象にしたITサービスの実

現に向けた活動に取り組みます。

　北九州地域の高等教育機関（大学等）の新規学卒者の就職状況は、一部工学系を除けば極めて厳しい状況にあります。また近年では、地

元での就職を考える地元志向の学生が増加しています。

　一方で、地場中小企業においては、新規学卒者採用にメリットがあることを知りつつも、その採用に苦戦しています。

　この問題を解決するため、ユーザー（就職活動中の学生）サイドに立った求人情報を提供するナビゲーションサイトを構築します。

　このサイトにより、北九州市域での「採用したい中小企業」と「就職したい学生」を結びつけ、地場中小企業の新規学卒者採用を図るととも

に、北九州地域の学生における就職内定率の向上を実現します。

主要事業の紹介年度2013

地場
中小企業

北九州地域
の学生

地域密着就活応援

アンマッチを解消

就職先確保採用数確保

● 農業分野におけるICT活用事業

● 就職活動支援事業
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　介護現場では、書類作成事務の煩雑さが、人材の確保・定着と並んで、大きな課題となっています。

　ＩＣＴの利活用によって、書類作成事務に係る負担を軽減し、作業効率の向上と情報の共有化を図るとともに、安全・安心で、かつ快適な福

祉サービスの実現を目指します。

　今年度は、前年度に提案コンペを経て選定した事業推進者と共に、前年度より市内の介護事業者にて運用を開始した「介護サービス提供

記録システム」、「本部向けシス

テム」の機能強化、クラウドによ

る介護データバンクの整備など

を行います。

　事業推進者の事業展開を継

続的に支援すると共に、介護事

業者が抱える課題の解決・ICT

による効率化と利便性の向上を

促進します。

《街のごきげんようサービス》

介護現場の課題

・煩雑な事務作業
・人材の確保・定着  など

事務作業の効率化

本部サービス提供責任者 介護データバンク

介護ヘルパー

介護サービス
提供記録システム

介護サービスの向上

情報の共有化ICTの導入

情報セキュリティの向上

● 介護分野におけるICT活用事業

● 地域連携による安心生活支援事業

　高齢化が進む北九州市において、高齢者をはじめ市民が安心して暮らしていけるよう、ＩＣＴを活用して、高齢者と地域との「つながり」づく

りの仕組みを検討し、高齢者の孤立化の防止など高齢化時代の地域活動の取り組みを支援していきます。

　タブレットやスマートフォン等を活用した安否確認や地域情報の取得が可能な簡易なツールを提供し、ICTを活用した新たなつながりによ

る地域コミュニティの創出・再生を支援します。
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　当財団のビジョンの一つであります、「デジタルエコ社会」の実現に向けて、平成22年から5ヵ年をかけて、ICTを活用して財団ビルの二

酸化炭素排出量50％削減を目標に取り組んでいます。これまで、太陽光や風力発電設備の導入による創電や、設備更新による節電により

効果をあげてきました。24年度は、さらに一歩考え方を進め、CEMSと連動したBEMSを中心に、インテリジェントな「空調制御システム」

や、「照明制御システム」を構築し、快適性を損なわずに、さらに節電効果を上げることに成功しています。

　平成25年度は、経済産業省の「次世代エネルギー・社会システム実証事業」に継続で採択され、この一環として、このシステムを各テナン

トへ広げることによって節電行動を促進し、より価値の高い、地球に優しいビル環境を作っていきます。また、この節電システムをより高度化

し、ビジネス展開することで、「デジタルエコ社会」の実現を進め、近い将来にはこの事業を国内はもとより、アジア圏への展開が図れたらと

考えています。　　

　

　九州工業大学のプロジェクト体験型カリキュラム（PBL）との連携により、魚町商店街のＩＣＴ基盤を利活用した新サービスの検討及び実証

実験「北九州ＩＣＴインテリジェントエリア実験」に取り組みました。この取り組みは、新サービスの内容検討、システム設計・構築、実証実験の

実施までを、学生の主体的な活動により行いました。

　平成24年度は、例年は1日～2日間という短い期間

で行っていた実証実験を、約1カ月間に延長し、長期的

なサービスの提供を行いました。具体的なサービス内容

は、専属秘書というキャラクターによる魚町商店街内の

店舗紹介、専属秘書の育成、店舗へのチェックイン機能

など、様々な機能を持ったWebサービスとなりました。

主な活動実績年度2012

● スマートオフィス化事業

● ユビキタスモール活性化支援事業

■中央表示装置

■空調制御 ■BEMS連携 ■照明制御
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　ホームページを作成したものの売上に繋がっていないなどネットビジネスに

関して悩みを抱える中小製造業を対象に、インターネットを活用して引き合い

や受注が獲得できるホームページの構築ノウハウを習得する講座「製造業向

け　Ｂ２Ｂ　Ｗebマスター養成講座」を、６日間に渡り、実施しました。

　講座では、受講企業がホームページを製作するだけでなく、実際に立ち上げ

たホームページが受注につながっているかを確認をするフォローアップセミ

ナーも実施しました。

　ワークショップ形式により実施した講座は、受講企業間の情報交換の場に

なっており、ネットビジネスのさらなるスキルアップに繋がっています。

　ビジネスに直結する実務能力の向上を目的に、北九州地域の情報サービス企業の中核を担う中堅社員を対象として、ＩＴ大学校を開催し、

全コース合わせて６１名の方が受講しました。また、ＩＴ系企業上級管理職の経営能力向上を目的に、経営者層のためのマネジメントセミナー

を開催し、８名の方が受講しました。

ＩＴ大学校 経営者層のための
マネジメントセミナー

ITコンサルタント養成研修
・ソリューション提案講座
プロジェクトマネジメント研修
・品質管理講座

Ｗｅｂスキル研修
・Ｗｅｂデザイナー養成講座

ヒューマンスキル研修
・交渉戦術講座
・プレゼンテーション講座
・コミュニケーション講座
・リーダーシップ講座

・経営戦略
・マーケティング戦略
・人材マネジメント
・財務分析

● ネット活用販路拡大支援事業

● IT大学校他

● 北九州デジタルクリエーターコンテスト2013

　地域のコンテンツクリエーターの発掘やコンテンツ産業の育成を目指して、第7回目となる北九州デジタルクリエーターコンテスト

2013を開催し、全国から267点の応募がありました。

　この審査会の模様は西日本工業大学大講義室からユーストリーム中継され、招待作品を含む16点の入賞作品が生まれました。

　今年の特徴としては優秀な3Dアニメーション作品が入賞していることです。大賞の『Express』は美しい音楽と情感あふれる映像のシナ

ジー効果で見る人の心を揺さぶります。またブラックユーモアのある『セレブータ』や、月明りの下の神秘的な時間の流れを表現した『下弦の

月』、最新技術を駆使した3Dプロジェクションマッピングで特別賞となった『Lapse of Time』や、サブカル的な表現の『Adventure』など多

彩な作品が顔を並べています。

　また、これらの入賞作品は北九州市漫画ミュージアムで開催する展示会や、WEBでもご覧になることができます。

大賞のCGアニメーション作品『Express』のワンシーン 中谷日出審査委員長から、『Lapse of Time』岩田敦之さんへ特別賞を授与
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代表理事
髙橋　孝司 公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター　理事長

理事
大川　博己
近藤　倫明
庄司　裕一
塚本　　寛
永田　健次
廣瀬　　香
松永　守央

北九州市　産業経済局 企業立地・6次産業化担当理事

公立大学法人北九州市立大学　学長

北九州情報サービス産業振興協会　会長

北九州工業高等専門学校　校長

北九州商工会議所　事務局長

一般社団法人九州経済連合会　社会資本部長

国立大学法人九州工業大学　学長

監事
鈴木　雅子
丸尾　俊文

北九州市　会計室長

日本テレコムインフォメーションサービス株式会社　代表取締役

株式会社アクシス
株式会社エリアサービス
株式会社北九州銀行
北九州商工会議所
新日鉄住金ソリューションズ株式会社
新日鐵住金株式会社  八幡製鐵所
株式会社スピナ
セイコーエプソン株式会社
株式会社ゼンリンデータコム  ソリューション事業部
ソニービジネスソリューション株式会社
ソフトバンクテレコム株式会社
株式会社ソルネット
データキューブ株式会社
TOTO株式会社
西日本コンピュータ株式会社
株式会社西日本シティ銀行  北九州総本部
日本アイ・ビー・エム株式会社
日本電気株式会社  北九州支店
株式会社ビーフロント
ビズ・コレジオ株式会社
株式会社日立製作所  九州支社
富士通株式会社  九州支社
安川オビアス株式会社
安川情報システム株式会社
株式会社リンク
株式会社ロココ
株式会社ワンビシアーカイブズ  九州支店

網岡　健司
生山　武史
石丸　靖彦
尾家　祐二
下川　　徹
鈴木　勝男
戸上　勝喜
東　　敏昭

新日鐵住金株式会社八幡製鐵所　総務部開発企画室長

株式会社安川電機　人事総務部長

ＴＯＴＯ株式会社　総務部長

九州インターネットプロジェクト　会長

株式会社高田工業所　取締役

西日本電信電話株式会社　北九州支店長

九州電力株式会社　執行役員北九州支社長

産業医科大学　名誉教授／
（株）デンソー北九州製作所 経営管理部 産業医・理事

Member,s (五十音順、敬称略)

役員［10名］（2013年6月1日現在） 賛助会員

評議員［8名］（2013年6月1日現在）
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［27団体］（2013年4月1日現在）

サーバ設備を低価格で貸し出します
　ヒューマンメディア財団では、北九州ｅ－ＰＯＲＴセンターに設置したサーバ設備を低価格で貸出しを行っています。
　期間は貸出し開始から３年間で、対象は北九州ｅ－ＰＯＲＴセンターを拠点に事業展開を予定している中小企業や個人事
業主です。｠
　サービスの優秀性、独創性、新規性を審査し、優秀と認められた事業者を対象に貸出しを行います。
　募集は、年に数回程度行っております。
　詳しくは｠ヒューマンメディア財団までお問い合わせください。
【問合せ】ヒューマンメディア財団総務企画部企画課（TEL:093-663-2950）｠

〒805-0071  北九州市八幡東区東田1丁目5番7号
TEL（093）663-2950　FAX（093）663-2955

総務課・企画課・地域ICTプロジェクト推進課 西本町1丁目西本町3丁目

●イオン
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ワールド駅
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州
都
市
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枝光ランプ

東田ランプ

至小倉・下関至黒崎・博多

JR鹿児島線

国道3号線

ナフコ●

八幡駅

　テレコム
●センター

セブンイレブン●

コジマ●

ヒューマンメディア財団

■JR八幡駅から徒歩5分

八幡駅

　テレコム
●センター

セブンイレブン●

コジマ●

●J:COM

地下連絡通路

ヒューマンメディア財団
総務課・企画課・地域ICTプロジェクト推進課

●アクセスAccess
総務課・企画課・地域ICTプロジェクト推進課
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